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　提案する「サブデスク」プロダクトは、フリーランスが様々

な場所で仕事をする際に、仕事の効率を高めるための理想

的な作業スペースを提供することを目指している。

　「サブデスク」は、木質繊維素材を主素材としたパスコで

作られている。パスコは丈夫で水に強く、シンプルな印象を

与える素材であるが、素材密度が高く、硬質なため、加工

に特別な機械を必要とする。今回の提案では、「サブデスク」

のカット加工にレーザ加工機を用いることで、工程を省き、

製作コストを削減している。

　試作した「サブデスク」をフリーランスのユーザー数名

に実際に仕事で使ってもらい、デザイン評価を取った結果、

ユーザーの仕事の内容によって、欲しいサブデスクのサイズ

は違うこと、仕事の集中力は向上し、全体的に家でこれを使

うことで仕事がはかどるようになったという意見が得られた。

まとめ
　本研究で提案した「サブデスク」プロダクトは、仕事の集

中力を高め、作業場所のハンディをも乗り越える可能性が

見出され、作業者の仕事関連のストレスを軽減する可能性

があることが分かった。一つのプロダクトで仕事全体をコン

トロールしたり、仕事場の環境を良くつくり変えることは難し

いが、プロダクトをつくる過程で、丁寧なリサーチと仮説を

設定し、問題や障害を解決するアイデアを盛り込んでいけば、

作業者の仕事の効率性や集中力を高めることはできる。そ

してこうした取り組みは、精神的ストレスである仕事環境の

問題をプロダクトを通じて軽減していく方向性を提示し、プ

ロダクトデザインの有用性、できる範囲をさらに広くすると

言えるだろう。

研究概要
　仕事関連のストレスは、先進国、途上国双方のあらゆる

職業とあらゆる労働者に影響するグローバルな問題として認

識されるようになっている。仕事や職業環境に関することで、

強い不安や悩み、ストレスを感じており、うつ病や不安障害

などの精神疾患による労働生産性の損失は甚大となってい

る。

　本研究では、就労時問題に注目し、経済的、空間的に限

りがある職場環境で、就労時のストレスをより簡易的な製品

を通して改善することを目的としている。

　仕事のストレスを完全になくすことは難しいが、「適当な

ストレス」レベルを常に維持することで、上記のような「危

険なストレス」レベルにはならずに済むと思われる。

　製品 (プロダクト) によって、仕事環境を変化させ、仕事

の効率性や集中力を高めることができれば、プロダクトの提

案できる範囲はさらに広くなる。仕事のストレス軽減にも影

響を与えるものとなる。

　将来のワークトレンドであり、近年増えつつあるスタート

アップフリーランスをターゲットにする。

　スタートアップ時は、家を職場として使用するフリーラン

スが多いが、家での作業では、仕事に集中するまでにかな

りの時間が必要になる。一日をスケジュール通りに過ごせな

いことで、結局、大きな仕事のストレスとなっている。そし

てこの先の社会では、フリーランス的な働き方は増えていく

と予測されている。

李 芝瑛
LEE, Ji Young

スタートアップのフリーランス向けのプロダクト

就労時のストレスを軽減するプロダクトデザイン

Product design to reduce stress when working
A product for start-up freelancers



TAMA ART UNIVERSITY MASTER WORKS 2019       193

図2  開ける部分を表示

図3  「サブデスク」プロダクトの使用時の形①

図4  「サブデスク」プロダクトの使用時の形②図1  フリーランスの三人に行なったユーザーテスト

図5  「サブデスク」プロダクトの収納時の形
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許 志豪
XU, Zhihao

A specially designed portable recording device for the creator

クリエーターのため記録道具として、『便携』なプロダクトのデザイン

研究概要

　中国語の「便携 (bian-xie)」という単語は日本語の中では

同意義な単語がなく、「持ち運び」や「身につける」などいっ

た意味で組み合わせた解釈となっている。これをきっかけに、

私は「便携」という単語をキーワードとし、自分の研究テー

マの中心とすることに決定した。「便携」に対して、再定義

すると同時に、「便携」をテーマにした製品はどのように形

式として存在するべきか、人の使用行為によってどのような

関係性が生まれるのかについて研究した。

　「便携」の核心的部分は、携帯することである。一つの製

品に携帯する特徴を加え、人の行動に沿って移動し、様々

な場面で人の行為を支える。人の生活は「行為」と分ける

ことが不可能。周囲場景の変化や需要によって変化し続け

る。一つの製品が「便携」という性質を有すると、より人の

行動を支持することとなり、人の生活により近づくこととなる。

これが私のプロダクトデザインにおける追求であり、核心的

な価値の一つである。

　既存の「便携」性質を持つ製品は多種多様である。体積

を縮小するタイプに、形態を変化させるタイプ、そのほか、

移動に対応した機能性を持つものと実体そのものの存在形

式からデータ化されるものまで色々ある。私は「便携」の

性質を高め、より人々が生活における需要的概念に近づく

ために、ケーススタディとしてプロダクトをデザインすること

によって、「便携」性製品の新しい存在形式を研究した。

case study 1
多摩美のプロダクト専門の学生に向け『便携』な通学用バッ
グの研究

　「便携」の視点から通学リュックの存在形式を考察し、リュッ

クの収納と荷重の核心となる機能が不変の状況下で、「便携」

性を主体とするリュックにどんな変化をもたらすことができる

のか、あるいはデザインによってどんな使用体験を得ること

ができるのかが重要である。そして、使用体験においての

差異的部分について「便携」がリュックにもたらす変化を分

析した。

　この時に「便携」は単なる単一に加える機能でなく、使

用者の需要を取り込むべきであると考える。多方面から使用

体験をアップグレードさせるために、方案を立てる時に「便

携」を単一な材料として着眼するのではなく、製品形態ある

いは構造から、使用体験上において使用者の需要を構築す

る。そして多方面的デザインを通して、「便携」性が使用者

の助力的存在となり、「便携」性を持たせる通学リュックデ

ザインを構成する。

case study 2
クリエーターのため記録道具として、『便携』なプロダクトの
研究

　使用者から感想が寄せられたあと、私は再び単一な製品

に「便携」性能を体感させることは劣勢に感じた。もし何ら

かのシステムによって、これら異なるメモ帳を統合し、異な

る場面の需要にも対応できたら、それこそが「便携」の本

質であり、概念であると考えた。

　ここでメモ帳に「クラウド」のような理念を持たせなけれ

ばいけないと認識した。「クラウド」は多種多様な形態を持

ち、異なる環境と場面に対応する一方、お互いに連携する

特徴は「便携」を主とする記録道具の理想的な形態である

と感じた。

どのような単一な形態でも制限が存在し、すべての場面に

おける需要と満足を満たすことはできない。よって、ここで「ク

ラウド」の概念を引用し、ソフト設計においての考え方を立

体物に置き、「便携」の概念を達成させている。
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多層構造により素早くも

のが取り出せるポケット

の作成が実現し、楽にメ

モ 帳 を 取 り 出 し、 ア イ

ディアを記録することが

できる。  

リュックの重心を身体の

重心に近づけるために、

パソコンの収納層を背中

の面に設置し、と同時に

高度を高めた。最後に正

面から開く構造にするこ

とで、リュックが掛けら

れている時でも中身を簡

単に取り出せるようにデ

ザインした。

システム手帳

取り出しやすいポケット リュックの構造

『便携』手帳
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できるかどうか仮設を立てて検証する。子どもへの教育で対

応できない場合、保護者を対象として、意識を変えるため

の工夫を行うことが望ましい。また、製品・環境の改善だ

けで、事故を完全に防止することは困難であり、残留リスク

の伝達も必要である。それぞれの予防策を検討し、検証し

て社会に提供する。そして、法律・基準を制定、改定する

ことにより、製品・環境の標準を定め、教育を普及すること

が望まれる。

まとめ
　本研究では、資料、既存製品の分析により、ユーザーの

利便性を考慮し、チャイルドロックを提案したが、実際に大

人の使い勝手を損ねていないか検証を行う必要がある。ま

た、提案した3E のアプローチによるデザイン指針に沿って、

他の傷害事故防止にも応用することができるため、その検

討も今後必要と考えられる。デザインは美しさと使いやすさ

を追求するだけではなく、様々な社会課題を解決でき、安

全に暮らす社会に導くと思う。未来を担う子どもたちのため

に、より安全、安心な環境を作ることはデザインの重要な役

割であると考える。

宋 鵬
SONG, Peng

3Eの視点から

児童向け医薬品の誤飲を防ぐデザイン研究

Design study for children to prevent accidental consumption of drugs
Through the perspective of 3E

研究概要
　近年、子どもによる医薬品誤飲事故が多く発生しているこ

とが報告されている。2015 年に厚生労働省が公表したデー

タにおいて、誤飲対象が「タバコ」を抜き、「医薬品・医薬

部外品」が報告件数1位となった。また中国では、2014 年

に子ども中毒事件の中に医薬品中毒73％を占めている。子

どもによる誤飲事故が増えるにつれ、研究者や企業などが

医薬品の安全性に関する研究に取り組み、保護者に片付け

忘れの注意を促す解決策を摸索している。しかし、子どもに

よる誤飲事故を防止するためには、医薬品と保護者だけを

研究の対象としていては不十分である。子どもは自分を取り

巻く世界についての情報を、大人と同じように理解できるわ

けではない。子どもは認知構造が大人と違い、医薬品が病

気を治すものであると理解できない場合がある。WHO( 世

界 保 健 機 関 ) は、 事 故を予 防 するた め に は、 法 的 規 制

(Enforcement)、環境改善 (Environment)、教育 (Education)

の3つが必要であると述べている。これらの英語の頭文字を

とって「3E」といわれている。本研究では、小児の医薬品

誤飲事故を解決するため、3E の視点から考慮、検討する。

環境改善としては、子どもの誤飲事故の実態を把握・分析し、

チャイルド・レジスタント(Child Resistant 小児誤飲防止包

装 )、チャイルド・ロック(Child Lock) 付きの薬セット箱を中

心として提案した。また、子どもの薬育について、子供の発

達段階に合わせた提案を行った。

3Eアプローチによるデザイン指針の提案
　WHO では、 製品・環境デザイン (Environment)、 教育

(Education)、法的規制 (Enforcement)3つの側面の中で、製

品や環境のデザインで解決できるものは、まず、それを実

施するとされている。そのうえで、残った危険に関して教育

や運用のルールを作って対応していくことが原則であるとさ

れている。その原則に基づいて、3Eアプローチによるデザ

イン指針を提案した。最初に、事故の起因を明らかにする

必要がある。成長に伴って、認知能力、操作能力、運動能

力なども発達していくため、子どもの認知能力、身体計測値、

行動を知っておく必要がある。認知能力により、教育で対応
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図1  チャイルドレジスタント包装の提案(対象年齢：0〜3歳)

図2  医薬品保管箱の提案(対象年齢：0〜5歳)

図3  薬育玩具の提案(対象年齢：5〜6歳)
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研究概要
　昨今のグローバル化を背景に、伝統を見直そうという声

が高まっている。中国は豊かな伝統文化を持っているが、こ

れをうまく運用して現代デザインに融合するプロダクトデザ

インは数少ない。ではどうやってグローバル化の潮流に伝

統を継承するのか、これが本研究のテーマである。

　故に、本研究は長い歴史がある漢方を中心し、それに関

わっている製品、主に漢方煎じ機をいかに現代に相応しくデ

ザインすることを研究する。

　本研究はリサーチを通して、漢方精神のキーワードを抽

出、同時に実際の体験と資料の検討によって、プロダクトに

生かすデザイン手法を探し出す。その後、得たキーワードと

デザイン手法を利用し、漢方煎じ機及び関連プロダクトのデ

ザインを実践する。そして、得たデザインを専門の方による

検証を経て、デザインを完成させる。

伝統精神を視覚化し、デザインを行う

　漢方の精神を理解した上で、如何にプロダクトデザイン

に運用するのかが本研究の重要な所である。

　私が望んでいるのはユーザーの思想を伝統精神と繋がら

せ、思考を促せるデザインである。イメージは古い枠から

突き出して、伝統精神によって現代人の要求を合わせ、新

たな感覚を引き起こすデザインである。

　その為、漢方精神を視覚化させ、抽象的な伝統精神をユー

ザーに感じさせるべきである。故に、調査からもらったキー

ワードをプロダクトの色形、使用方法、ユーザー体験によっ

て視覚化キーワードに変換した。

漢方煎じ機のデザイン
　漢方煎じ機のデザインは視覚化キーワードを含め、過の

薬缶の特徴と合わせて、コンセプトスケッチ、細部洗練とい

うプロセスによって行った ( 図1)。

伝統精神を現代に活かす、漢方煎じ機及び関連製品のデザイン

張 成蔭
ZHANG, Chengyin

漢方煎じ機の関連製品ののデザイン
1) 処方パッケージと販売用 POP のデザイン

　パッケージのデザインは漢方知識の普及を目的にした。

その為、西洋医学の概念ではなく、「漢方」的な概念「証」

を用いた、硬くなく、理解しやすく、漢方処方の正しい選び

方を患者に自然に伝える処方パッケージデザインを目指した

( 図2、3)。

2) 漢方煎じ機パッケージのデザイン

　漢方煎じ機のパッケージデザインは煎じ機のスタイルを更

なる上がり、そして処方パッケージデザインの目的は同じ、

漢方知識を伝えることである（図4）。

3) アプリケーションのデザイン

　前期調査の結果から、漢方知識のデジタル化はもう予測

できる状態になった。多くの人はより便利、面白い携帯デバ

イスを選び、漢方知識を伝える手段を見直す必要が出てき

た ( 図5)。

プロダクトデザインにおける伝統継承手法の結論
1) 皮層を抜き、内包精神を掘り出す

　昔の伝統を継いだプロダクトデザインは伝統を継承する

時伝統精神を継ぐ新たな手法を探すべきである。新時代の

伝統精神は新しい表現があるべき、それは更新できない、

ただ皮層なものを繰り返す繰り返すと、必ず時代に遅れ、

淘汰される運命にたどり着く。

2) 堅苦しい、抽象な知識を理解しやすい表現に転換

　漢方の知識は主流派ではないので、現代の人が理解しに

くくなった。現代人に伝統知識の魅力を知らせるのは、知

識を「わかりやすく」するべきである。分かりやすいはただ

知識を簡単にさせるわけではなく、知識を楽しんで、楽に

学べるようにさせることである。

3) 伝統を継承する意味を意識しながらデザインを行う

　伝統を継承する時、「この伝統はいい。面白い」という単

純な考えではなく、世界に向けてこの思想を伝えるという意

識を持ってデザインをしないと、それは平凡なものになって

しまうと思う。

Making use of tradition in this present age
through the design of a Kampo medicine decocting machine and related products
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図1  漢方煎じ機のデザイン / 160 × 230 × 140 mm

図2  処方パッケージのデザイン / 150 × 110 × 50 mm 図3  POPのデザイン / 670 × 660 × 200 mm

図4  漢方煎じ機パッケージのデザイン / 300 × 150 × 200 mm 図5  アプリケーションのデザイン
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龐 婧
PANG, Jing

美容と健康に効果的価値を求めて

女性の食に関わるプロダクトの研究

Research on products related to dining habits for female users who want to in pursuit of health and beauty

調査の結果
　アンケート調査を通じて、一人暮らしの場合、朝食を欠食

するのが最も多いということがわかった。ぎりぎりまで寝て

しまって、時間がないという原因で食べない人が一番多かっ

た。

　そのため、手軽な方法で朝食取ることを習慣化にすること

を目的とし、“ 美容、ヘルシー ”、“ 前夜に準備 ”、“ 行く途中

でも食べられる”、3つのキーワードから、提案を考えた。

お粥の利用
　日本の朝食文化にとって、伝統的な和食の他に、洋食の

パン、サンドイッチなどがあるが、通勤途中で優雅に朝食

を食べるということより、新しい朝食の食し方としてお粥を

導入すれば良いのではないかと仮説として考えた。

　たくさん水分を含んでいるお粥は、美容と健康に理想的

な朝食である。朝に暖かいお粥を飲むと、すぐに体を温め

られるだけではなく、胃にも優しい効果がある。

　日本でお粥と言うと、風邪をひいたときや体調が悪い時な

どに食べるイメージが強いが、中国でお粥はごく一般的な

朝食の食べ物である。また、中国のお粥には様々な食材が

入っているため、体の活力を取り戻してくれるだけではなく、

美容にもない時、効果があるので、「養生粥」( お粥は養生

できる)とも呼ばれている。

　お粥は基本的に飲むものであり、忙しい朝、通勤途中で

も朝食を楽しむことができる。女性にとって、非常に便利、

且つ健康的な食事の仕方である。そのため、お粥を利用し、

新しいヘルシーな朝食スタイルの提案と行った。

研究背景
　近年の健康志向の高まりと共に、身体の中から美しくなろ

うとする女性も多くなっている。

　食べて綺麗になる。多くの女性が体型や肌などの調子に

直接関わってくる食材を強く意識している。しかし、不規則

な食べ方をしていたのでは、健康に良い影響を与えることは

できない。特に、仕事で忙しく、食生活が乱れがちな人も

少なくないはずである。

　よって、研究テーマは女性の食に関わるプロダクトを研究

することにし、食生活の研究から、プロダクトの提案を行う。

女性の食生活の現状調査
　日本の食生活指針により、「ライフスタイルの多様化等に

伴い、朝食の欠食に増加がみられ、特に20 〜 30歳代では

その割合が高い状況にある。」とされている。朝食を欠食す

る人では夕食時刻が不規則で、夕食後の間食も多くみられ

るなど、1日全体の食生活のリズムに乱れがみられる。また、

朝食の欠食は、肥満や高血圧などのリスクを高めるとともに、

1週間あたりの朝食摂取回数が少ないと脳出血のリスクが高

くなるといった新たな報告もされている。

　1日の食事を自分なりのリズムで規則的にとることで、生

活リズムをつくっていくことが、健康的な生活習慣の実現に

もつながる。

　よって、健康的な一日を始めたい場合、まず、朝食から

改善しなければならないことが分かった。そのため、20 ～

30歳代の女性をターゲットにし、朝食欠食の問題について、

アンケート調査を行った。

図1：デザインの手段と目的
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　前日の夜に、用意した食材をお粥を作るための容器に入

れておき、そして飲む時間を設定すれば、その容器は設定

時間の通りに自動的に作ってくれる。その容器はリュックサッ

クやトートバック、ハンドバックの中に入れられるサイズで

あり、持ち運びに非常に便利である。これを持って行けば、

通勤途中に水やコーヒー等を飲むように、いつでも開けて

飲むことができるという提案である。研究対象が自分の体の

状況をより良く管理し、良い朝食習慣を身に付けるために、

ここでは、アプリを使う方法と食材が家に届けるサービスで

サポートすることを考えた。

まとめ
　社会の発展、ライフスタイルの多様な変化によって、社

会の各分野ではかけがえのない役割を果たしている女性は、

ますます増えており、それと同時に、様々なチャレンジとス

トレスによる健康問題もますます顕在化している。そこで、

女性の健康問題に関心を持つことを目的とし、女性の食生

活について研究を行った。

　「美容、ヘルシー」、「前夜に準備する」と「行く途中でも

食べられる」の3つのキーワードから、お粥を利用し、新し

い朝食スタイル「Asame」を創案した。このようにすれば、

朝食欠食の改善によって、若い女性に正しい食習慣を身に

つけることができる。

前夜に準備する 寝るとき炊く 起きるとき保温モードスタート 時間の設定 バックに入れられる

7:00

50℃

歩きながら飲める

図2：「Asame」の使い方

図3：アプリで管理すると食材が家に届けるサービス

図4：お粥を利用し、一人暮らしの女性に向けた「Asame」の提案
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デザイン専攻 / プロダクトデザイン領域

許 智秀
HEO, Jisu

廃材から考えるリサイクル提案

個人の環境意識を高めるプロダクト

Product design to raise environmental awareness
Recycling proposal derived from waste material

研究の流れ

まとめ
　本研究は国内の廃車材問題に注目し科学や環境技術だけ

ではない、個人レベルでの環境意識を変える為の提案をま

とめたものである。その解決策をプロダクトデザインに求め

た理由は、昨今プロダクトの実用性は飽和状態にあり、新

しいプロダクトが既にあるプロダクトを超えることが難しく

なった反面、そのコンセプトの部分を感じ、理解してもらう

ことで実用性以外に、人々の考え方や価値観を変えて行く力

があると感じたからである。そのために今回の提案では廃

車材問題などの情報を感覚的に捉え、人の意識水準の3段

階である「関心 - 理解 - 行動」のステップで理解してもらう

ことが大切である考えた。提案は実際の国内での廃車材を

利用して行い「環境問題と環境意識」に少しでも寄与でき

る可能性を模索した。実現できた点は必ずしも多くはない

が、このような提案を続けることで環境問題の解決に繋がる

プロダクトを提案できるのではないかと考えた。

研究概要
　今日、社会的に環境問題への危機意識が高まっており、

早急な対応が求められている。しかし、その解決策は科学

技術に頼るだけでなく、根本的には人間の思考と行動倫理

の問題として捉えなければならない。なぜならば科学はめ

ざましい発展を遂げたにもかかわらず、環境改善の兆候は

なかなか見えず、むしろ悪化させている事がこれを証明して

いる。根本的、継続的な環境改善策には、人々の思考や行

動の変化が伴わなければならないと考えた。なぜなら、環

境問題は人々の誤った意識に起因し、この意識は、特定の

行為に限定されると言うよりも、社会全体的に一般化された

ものである。つまり、個人の価値観、思考と行動とそのサ

イクルにおける根本的で持続的な変化が起こらなければな

らないと言う事である。従って本研究では、その典型的な

例として、自動車の廃車材をテーマとして個人の環境意識を

高めることを目指した。廃車材を活用して現状の問題に先ず

「関心」を持ってもらい、廃車環境を「理解」して、「行動」

に移すため、意識水準を3つに分け、それぞれの段階から

素材を活かした3つのプロダクトデザインの提案を行った。

環境問題の根本的解決と人間を結びつけるためには具体的

なデザイン提案が重要な役割を持っていると考えたからであ

る。
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作品二
「ドライビングシューズ」

シートベルト、タイヤ想定
295 × 115 × 130 mm

作品一
「コンパクトスリッパ」

シートベルト
270 × 90 × 60 mm

作品三
「多機能プロダクト」

エアバック 
490 × 490 × 5 mm


